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10 月 22 日■大船渡の食改
さんの伝達講習会。椿サミ
ットで提供する椿ゆべしを 

10 月 23 日■夢ネット大船
渡と甫嶺地域のみなさんと
スイセンの球根植え作業 

11 月１日■大船渡町の本増
寺さんにて、私の活動報告
の機会をいただきました 

11 月３日■大船渡市ファミ
リーウォーキングに参加 
大船渡町内を歩きました 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

10 月 

6 日 平町内会役員会出席 

13 日 大中・平七福神 激励 

14 日 日頃市町寿五葉大学 参加 

17 日 男女共同参画気仙地区 
ブロック研修会 

19 日 おおふなと防災公園計画説明 

27 日 来年度予算・地区要望 

11 月 

14 日 平町内会防災訓練 

19 日 碁石海岸・月食鑑賞会 

20 日 日頃市町「男性のつどい」 

12 月 

1 日 平町内会役員会出席 

24 日 ソロプチミスト・ 
ピンクリボン啓発活動 

 

11 月 11 日■大船渡地区公
民館の文化講演会「住民自
治を育む地域づくり」 

11 月 14 日■女性団体のみ
なさんと啓発活動へ参加 
市内の商業施設にて 

11 月 15 日■愛知県の自動
車会社の社員さんたちが集
めたベルマークをお届けに 

   

11 月 25 日■気仙小枝柿出
荷指導会へ。作業工場も見
学させてもらいました 

12 月 1 日■1 年生の授業
「地域創造学」大船渡担当
のゲストパネリストとして 

12 月 14 日■幼少期からお
世話になってきた皆さんと
ご一緒させてもらいました 

2021年 10月～12月 ゆうこの毎日 日々の活動は SNS（Instagram・Facebook・LINE）で発信しています 

ゆうこ 
あるく 

三陸町甫嶺「ほれい花公園」 
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11月 12日～25日 
「女性に対する 

暴力をなくす運動」期間 

大船渡市立第一中学校へ 

日頃市町の関谷サロン 

県立住田高校へ 

私の後援会長の 
常陸さん 

大船渡の子ども食堂 

10 月 3 日は親子でのり巻きづくり、 
12 月 5 日はお弁当配布を行いました 

新しい年となりました。今年は虎年・年女でございます。みんなが安心して

暮らせる大船渡を目指し、様々なことにトライする 1年にしたいと思ってお

ります。長引くコロナ禍の生活は丸 2年になりましたが、明けない夜はあり

ません。コロナ対策に万全を期して、今年も【ゆうこ・あるく】は続きま

す。変わらぬご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 

コロナ感染 

予防のため、 

ポストにお届け

します       

みんなで完歩！ 

大船渡市議会議員  佐藤優子  活動報告 

ゆうこだより 
〇1974 年 7 月 31 日生 日頃市町出身・現在大船渡町下平在住 
〇経歴／日頃市小学校・日頃市中学校・大船渡高校・東北学院大学経済学部卒業、衆議院議員秘書、 

NPO 法人職員などを経て、株式会社カメリア社中を起業、 2020 年 4 月～ 大船渡市議会議員 

［議会の所属］教育福祉常任委員会委員・議会運営委員会委員・大船渡地区環境衛生組合監査委員 



令和３年第 4回定例会 12月 10日～21日 

◆一般質問◆  持続可能な社会実現のための 

男女共同参画の推進について

 

 

 

 

 

優子 当市で男女共同参画計画を進める目的は？ 

答弁 人口減少や少子高齢化の進行、デジタル化や 

国際化の進展など社会経済情勢の急激な変化に対応し、 

調和のとれた活力ある地域社会を築くことが必要。 

男性と女性がともに個性と能力を十分に発揮し、あらゆ

る分野で対等に参画できる持続可能な社会の実現へとつ

なげていく。 

優子 当市の課題は？ 

答弁 「仕事と子育てができる環境が整っていると感

じる」「DVなどの相談窓口を知っている」市民の割合が

低い。社会全体として固定的性別役割分担意識や、無意

識の思い込みに起因することから、男女共同参画の意識

醸成や啓発を推進し、克服していく。 

優子 長引くコロナ禍により、ＤＶ● やひとり親世帯の

困窮など、特にも女性に対する深刻な影響が懸念されて

いる。当市の状況と相談・支援体制は？ 

答弁 婦人相談員に対する相談件数は減少傾向にある

が、警察や関係団体とさらに連携強化をし、相談体制の

充実を図る。相談窓口の周知は、LINEなどの SNSを利用

するなど多角的アプローチを検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他に議論したこと・提言したこと 

□ 当市は平成 26年に消滅可能性都市（20歳から 39歳の女性

人口が今から 20 年後に 50％となる都市）とされたが、特に

もこれからを担う若い世代の意見は大変重要。来年度

は第 5 次男女共同参画行動計画の策定年である。前回

策定時のアンケート調査は、10～40 代は各 1 桁代であ

ったのに対し、50歳代 20％、60歳代 24.5％、70歳以

上33.4%だった。幅広い世代の意見を反映するよう、基

本となる調査は年齢に偏りなく行っていただきたい。 

□ 相談窓口なども記載し、特にも片仮名用語や英語が

多い男女共同参画の理解を深められるような冊子の

作成をしてみてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 会 

日本の「ジェンダーギャップ指数●」 120位／156か国中  

グローバル化が進む中、ジェンダー平等への取組は、我が国の 

経済社会の持続的発展のためにも、強力に取り組む必要があると、 

国も本格的な動き出しをしております。 

大船渡市は、平成 7年 11月 25日に男女共同宣言都市に。 

岩手県内初の宣言都市であり、過去に全国サミットを２度開催。 

日本で初めての宣言は平成 6年塩尻市・宝塚市・堺市。その時期からみれば、 

当市は「男女共同参画」のさきがけですが、現状と今後について議論しました。 

男女共同参画社会   とは、男女が互いに人権を尊重

し、「女性」や「男性」というイメージにあてはめてし

まうことなく、一人ひとりが持っている個性や能力を

十分に発揮できる豊かな社会をいいます。 

 

時折、チビッコ市民にお会いし、お話をさ

せてもらうと、公園に対するご要望を沢山

いただきます。その中で、お母様より、

「壊れた遊具を『使用禁止』のテープで止

めただけでは、子どもには分からず危険で

は」とのお声をいただきました。担当課に

相談をし、子どもたちにも分かってもらえ

るよう市内の公園の必要箇所に「きけん」

の説明プレートを掲げてもらいました。 

ご意見

から 
ご報告 

約 3か月間の 
講座を受講し、 
岩手県知事認定 
「いわて男女 
共同参画サポーター」になりました。 

市政への疑問・質問、地域でのお困りごとなど、お気軽にお聞かせください！ 

住所：〒022-0002 大船渡市大船渡町字下平 14-1 

電話：090-7283-0348 

FAX：0192-22-7726 

Web:  https://www.yuko-sato.net/ 
E-mail： yuko.ofunato@gmail.com 
 

 

佐藤ゆうこ＠大船渡 
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大船渡の 
未 来 は 
みんなで 
つ く る 

議会の活動 

◆定例会 12/10 ～21  ◆臨時会 11/26 

◇市議会全員協議会 10/1・8、11/9、12/24 

◇教育福祉常任委員会 10/1･14･18、11/2･26 

◇議会運営委員会 10/20、11/22 、12/7･15･16･22 

◇月例会議 10/25、11/18、12/1･21 

◇市政調査会 10/18、11/17、12/1 

◇環境衛生組合例月出納検査 10/11、11/10、12/8 

 
● ジェンダーギャップ指数 ： WEF（世界経済フォーラム）が毎年公表している、経済活動や政治への 

参画度、教育水準、出生率や健康寿命などから算出される、男女格差(ジェンダーギャップ)を示す指標   

● DV（ディーブイ）：ドメスティック・バイオレンスの略、配偶者や恋人など親密な関係にある、 

又はあった者から振るわれる暴力 

ゆうこの 
用語辞典 


